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N０.5

人 口 と 世 帯 数

男　　5,845 ぺ

女　　6.  3 ぺ

計　　】|,918人

世帯数　2.699

.
 9 . 1 現在

ス

ポ
ー
ツ
で

健
康
な
体
づ
く
り
を

ス

ポ
ー
ツ
は
、
い
っ
で
も
出

米
る
も

の
で
寸

が
．
狄
は
特
に
ス

ポ
ー
ツ

に
適

し
て

い
る
よ
・ｊ
で
す
．

‥‥四
く
占

く
冷

ん
だ
空
、
消

ら
か
な
空

気
、
運
動
で

一
汀

か

い
た
あ

と
の
こ
こ

ら
よ
さ

は
恪
刈

ぐ
４

．
国
で

は
．
卜
り

十
日
を
体
育
の
日

と
き
め
て

お
り
ま
す

ス
ポ

ー
ツ
を
兄

る
の
は
楽
し

い
も
の

で
1‐

が
、
自
分
も

一
度
や
っ
て

ご
ら
人

な
さ

リ

さ
ら
に
興
味
が
湧
き
而

自
く

な
り
．
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲

間
が
川

え

．
親
密
度
も
深

ま
り
ま
Ｉ
．

一
人
で
出
宋

る
体
操

や
ラ
ン

ラ

ノ
グ

仲
川

と

．
緒
に
行

な
う
野
球
や
バ

レ
ー

ポ
ー
ル
な
ど

い
ろ

い
ろ

あ
り
ま
す
．

あ

な
た

も
今
日
か
ら
、
健

康
な
体
づ
く

り

に
ス

ポ
ー
ツ
を
始

め
よ

う
．



町
公

営
住
宅

建
設
工

事

斎
藤
工
務
店
に
発
注

町
皿
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
難

解
消
の
一
助
と
す
る
公
営
住
宅
が
大
字

山
崎
字
富
前
地
内
に
本
年
度
二
〇
戸
（

一
棟
五
戸
四
棟
）
が
建
般
さ
れ
ま
す
。

去
る
九
月
の
定
例
議
会
に
於
い
て
議

決
さ
れ
た
も
の
で
、
指
名
競
争
入
札
の

結
果
落
札
し
た
粛
藤
工
務
店
斎
藤
政
勝

氏
に
発
注
さ
れ
、
来
年
二
月
末
日
を
工

期
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
事
内
容
次
の
と
お
り

敷
地
面
積
气

七
四
二
平
方
米

一
戸
当
平
均
床
面
積

五
一
・
六
三
平
方
米

工
事
費

第
一
工
区
（
一
〇
戸
）

弐
千
参
百
万
円

第
二
工
区

こ

○
戸
）

弐
千
弐
百
九
拾
五
万
円

町

営

屋

外

運

動

場

造

成

埋
た
て
工
事
九
〇
％
お
わ
る

国
見
町
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が

叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
屋
内
体
育
館
が

建
設
さ
れ
町
民
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
と
み

に
盛
ん
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
の
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
の
運
動
瑚
が
な
く
、
各
学
校
の
校
庭

を
借
り
て
試
合
等
を
行
な
う
た
め
、
幸

校
施
設
等
の
破
損
、
児
童
・
生
徒
の
溥

勦
の

そ
害
、
ま
た
危
険

が
あ
り

ま
す
。

こ
の

よ
う
な
と

き
、
人
木
。尸
小

乍
枚

東
側

の
沼

地
（
大
字
西

人
技
所
有

）
を

西
大
技
区

長
さ
ん
を

は
じ
め
、
西

人
枝

住
民

各
位
の
ご
厚
意

に
よ
り
町

が
借
受

け
、

高
速
道
路
の
残

土
で
埋
た

て
。
町

営
運
助

場
の
造
成

が
計
画
さ
れ

ま
し
た

沼

地
ま
で
の
町

道
を
沿
線
土

地
所
有

者
の
暖

か

い
ご
理
解

と
ご
協
力

を

い
た

だ
き
拡
幡
し
工
事
可

能
と
な

り
、
現
在

堙

た
て
工
事
は
九

十
％

の
遣
行

と
な

、’。

て

お
り
ま
す

。

工

事
川
間
中

は
沿
線
の
み

な
さ
ん

に

大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て

お
り
ま
す

が
、
も
う
少

し
の
間
ご
発
抱

を
お
齟

い

い
た
し
ま
す

。

写
真
　
埋
た
て
工
事

土
地

改
良
区

総
代

決

る

各
選
挙
区
と
も
無
競
争
当
選

川
兇
町
ｋ
地
改
良
区
総
代
の
任
期
満
了
に
拌
い
、
総
代
選
挙
の
告
示
が
な
さ

れ
た
が
、
各
選
挙
区

と
も
無
映
争
と
な
り
、
九
月
卜
八
日
の
選
挙
会
で
立
候
補

者
四
○
名
全
Ｕ
の
肖
選
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
選
者
　
口
内
は
定
員
数

第
一
選
挙
区
沺

朽

木

松

古

膏
　
野

正
　
明

宍

戸
　
ｆ

助

陲
　
藤

長
之
助

仲

野

川
一
郎

僮
　
藤

磚
川
郎

鳥

橋
　
丑

藏

鴨
　
Ⅲ

爿

藏

裙
二
選
挙
Ｋ
９

吉
　
Ⅲ
　
勝

由
中

野

正

男

奥

山

福

太
郎

岩

城

市

助

吉
　

Ⅲ

重

兵
衛

佐

藤

喘
　

雄

菊

地

忠

瑚

佐

藤

忠
兵

衛

膏
　

野
　

一
　

郎

第
．．．
選
挙
区

叫

叺
　

野
　
　

’男

斎
　

４

義

占

宍

戸
　
武

雄

八
　
巻

志

逸

佐

藤

充

作

村

Ｅ
　
利

夫

菊

地

’唯

匕

佐
久
間
　
菊
太
郎

佐

藤
　
　

甫

武
　
Ⅲ
　
龍

尾

菊
四
選
挙
ぼ一
凶

斎
　
藤

太
　
郎

‐星

野

庄
之
助

阿

部
　
　

強

遠

藤

喜

平

松

浦

市
太
郎

渋

谷

貞
　
．

八
　
鳥
　
　

遼

佐

鱗
　
　

勝

第
五
選
挙
区
９

小

林

成
　
夫

松

浦

義

男

王
　
千

寿

朗

木

材
　
．．

良

鈴

木
　
幸

雄

な
ぜ
交
通
事
故
が
お
き
る
の
か

交
通
安
全
部
落
座
談
会

国
兒
町
交
通
安
全
藤
田
部
会
と
母
の

会
で
は
狄
の
全
国
交
通
安
全
に
あ
た
り

九
日
卜
八
、
ヤ
九
の
両
日
町
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
藤
田
地
区
の
部
落
民

と
『
な
ぜ
交
通
事
故
が
お
き
る
の
か
』

を
テ
ー
マ
に
座
談
会
を
行
な
い
ま
し
た

こ
の
会

に
は
桑
折
警
察
署
長
、
町

当
局
、
部
落
な
ど
か
ら
鮫
多
く
参
加
し
1
6

ミ
リ
の
交
通
安
全
映
画
会
や
遣
路
の

環
境
や
施
設
．
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど

に
つ
い
て
町
や
警
察
に
対
す
る
要
望
な

ど
活
発
的
な
話
し
合

い
が
行
な
わ
れ
交

通
事
故
Ｏ
を
誓
い
合
い
ま
し
た
、

（
写
真

座

談

会
）

税 務 相 談
節
税
と

経
営
の
合
理
化
に

青
色
申
告
を

始
め
ま
し
ょ
う

青
色
申
告
を
す
る
と
、
青
色

申
告
控
除
や
青
色
専
従
者
給
与

の
ほ
か
数
多
く
の
特
典
が
あ
り

税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年
の
所
得
金

額
が
二
百
万
円
で
、
事
業
専
従
古
が
妻

と
長
男
、
扶
養
親
族
子
供
二
人
の
平
均

的
な
お
店
の
場
合
、
膏
色
申
告
を
し
て

い
な
い
人
の
税
額
は
、
約
二
十
二
万
六

千
円
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
の
税

金
は
約
七
万
七
千
円
と
な
り
、
十
四
万

九
予
円
も
安
く
な
り
、
さ
ら
に
、
経
営

の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

主
婦
の

パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合
の

税
金
と
配
偶
者
控
除

主
婦
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
の
所
得

税
は
、
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

①
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
一
二
四
气

○
○

○
円
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
夫
の
所
持

か
ら
配
偶
考
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
三
四
二
、
〇
〇

○
円
以
上
で
四

二
一
、
〇
〇
〇
円
よ
り

少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
控
除
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
パ
ー
ト
収
入
に
は
所

隋
脱
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
四

二
一
、
〇
〇

○
円
以
上
の
と
き
は
、
配
偶
考
控
除
が

受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー

ト
収
入
に
も
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。



い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

楽
し
い
敬
老
会

九
月
十
五
日
は
。
敬
老
の
日
に
ち
な

ん
で
、
お
と
し
よ
り
を
お
慰
す
る
会
が

町
内
名
方
部
で
行
な
わ
れ
、
お
と
し
よ

り
に
と
っ
て
。
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

町
で
は
、
八
十
才
以
上
の
お
と
し
よ

り
の
ご
疑
爵
を
お
祝
し
敬
老
年
金
を
贈

り
。
良
い
間
社
会
に
つ
く
さ
れ
た
ご
苦

労
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
い
つ

ま
で

も
お
元
気

に
過

さ
れ
る
こ

と
を
。

お
祈

り
し
ま
し
た

。

な
お
八
亟

五
才
以
ｈ

の
お

と
し

よ
り

の

い
る
家
庭

に
は
、

佐
藤
町
長

が
お
・伺

い
を
し

て
敬
老
年
金

を
贈
り
、

お
と
し

よ
り

と
親
し
く

お
話

を
か
わ
し

ま
し
た

ま

た
福
島
県
で

は
、
ハ

ト
五
才

に
な

ら
れ

た
お
と
し
よ

り
に
、
賀
寿

と
敬
老

年
金

を
贈

り
ま
し
た

。

おじい ちゃん 、おばあ ちゃんいつ まで もお 元気に

長生 きし てく ださい と、敬老 年金を贈 る佐藤町 長

（
写
真

藤
田
方
部
の
敬
老
会
）

共
同
募
金
に

ご
協
力
を

共
同
募
金
に
ｐ

き
ま
し
て
は
、
毎
年

み
な
さ
ま
方
の
暖
か
い
ご
理
解
の
も
と

に
特
段
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
お
険

を
も
き
ま
し
て
目
標
額
を
達
成
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
共
同
募
金
は
、
国
や
公
共
団
体

が
や
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
。
た
す

け
あ
い
の
精
神
を
暮
綢
に
し
た
民
間
の

自
主
的
な
運
動
と
し
て
、
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

。
人
々
の
粹
意
に
よ
り
募
金
さ
れ
た

も
の
は
、
福
祉
施
設
の
人
た
ち
の
た
め

に
、
地
峨
の
福
祉
を
た
か
め
る
た
め
に

恵
れ
な
い
人
た
ち
の
お
年
干
に
。
社
会

福
祉
の
総
合
計
画
に
、
災
害
時
の
緊
息

援
級
な
ど
に
役
だ
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
国
兄
町
の
募
金
月
標
額
は
、
四

拾
三
万
五
千
円
で
部
落
艮
さ
ん
を
と
お

し
て
。
町
民
各
位
の
ご
協
賛
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
な
に
と

ぞ
目
標
額
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

標
　

語
た
す
け
あ
い
を

大
き
な
輪
に

（
与
呉
は
共
同
募
金
で
っ
く
ら
れ
た

7
.供
の
避
び
場
施
設
ｙ

福
島
県
発
明
展
開
催

ど
な
た

も
出
品
で

き
ま
す

こ
の

発
明
展
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人

た

ち
の

創
意
く
ふ
う

と
男

力
の
碩
み
重

ね

か
ら
生
れ
た
作
品

、
あ
る
い
は
全
国

的

に
木

だ
よ
く

知
ら
れ
て

い
な

い
発
明

・

考
案
や
く
ふ

う
等

を
一
堂

に
展
示

し
て

広
く

Ｊ
般

に
紹

介
し
、
科
学
技

術
の
振

興
に
寄
‥？
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開

催
さ
れ

ま
す
。

開
催
要
綱

．
、
公
開
　
昭
和
四
卜
八
年
ト

ー
川
卜

六
凵
よ
り
卜
八
川
ま
で
の
三
日
間

气

会
場
　
郡
山
市
労
働
槽
祉
大
ホ
ー

ル’‘．．
出

品
物

出
品
物

は
現

品
で
あ

っ

て
次
の
条
什

の

．
つ
に
該
当

す
る
も
の

①
最
近
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
ま
た
は

出
靭
中
の
拝
許
、
実
用
新
案
、
意
匠

に

関
Ｊ・
る
も
の

僕

産
業
ｌに
有

益
な
新
製
品
ま

た
は
試
作

乱③
日
驚
生
活
上
有
益
な
考
案
品

四
、
出
品
料
は
無
料
で
す

．ａ

、
巾
込
刈
限

昭
和
四
十
八
年
十
月

三
卜
Ｈ
ま
で

六
、
中
込
先

福
鳥
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

福
鳥
県
商
工
労
働
部
工
鉱
業
課
内

電
話

福
島
（
○
二
四
五
）
二
一
一

一
一
一
一
　
内
線
三
八
一
二

福
島
県
発
明
展
事
務
局



お

知

ら

せ

の
ペ
ー
ジ

今
月
は
痘
そ
う
の

予
防
接
種
が
あ
り

ま
す

疸
そ
う
は
、
今
日
で
も
東
南
ア
ジ
ア

中
央
ア
フ
リ
カ
、
南
米
な
ど
で
流
行
を

く
り
返
し
て
い
ま
す
。
交
通
の
発
達
と

と
も
に
痘
そ
う
が
輸
入
さ
れ
る
危
険
が

絶
え
ず
、
痘
そ
う
を
防
ぐ
方
法
は
槽
疸

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　

。

今
月
は
痘
そ
う
の
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
の
で
該
当
者
に
は
、
通
知
い
た
し

ま
す
。

第
一
期

生
後
六
ヶ
月
か
ら
二
四
ヶ
ｕ

第
二
期

小
掌
校
入
学
前
六
ヶ
月
以
内

第
三
期

小
学
校
卒
業
前
六
ヶ
ｎ

以
内

「

国
民

年

金

」

谷
間
の
老
人
に

老
令
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

明
泊
ご一
十
七

年
一
月
二
日

か
ら
明
治

三

十
九
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ

た

方

に
は

。
昭
和
四

十
九
年

一
月

か

ら
老

令

特
別
給
付
金

が
支
袷

さ
れ
ま
ず

。

年
金

額
は
四
万
二

千
円
（

月
額
ご一
、

五
〇

〇
円

）
で
、
受
給
権
者

が
七
卜

才

に
な
り
老
令
福

祉
年
金
受
給

権
者

と
な

つ
た
と
き
消
滅
し
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
食
を
そ
け
て
い
る
と

き
、
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
き
攴
一

拾
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を

献
血
醂
が
１１
Ｈ
８
Ｈ
川
見
町
に
や
っ

て
き
ま
す
。
献
血
友
の
会
々
ｎ

の
み
な

さ
ん
、
乂
、
友
の
会
に
加
人
さ
れ
て
い

な
い
町
瓜
の
み
な
さ
ん
献
血
に
ご
協
力

ド
さ
い
。

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
。

な
お
未
登
録
の
犬
を
お
飼
い
の
方
は

注
射
前
に
、
役
場
住
瓜
課
で
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

1
0月
1
8
日
　

午
前

藤
………
　
午
後
小

坂

1
0冖
2
2
日
　

午
前

大
木
戸
午
後

大
技

1
0月
2
3
日

午
前

森
江
野
　

ゝ

○
各
地
区
と
も
午
加
九
時
三
十
分
よ
り

十
一
時
ま
で
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

午
後
三
時
ま
で

○
ど
の
地
区
で
受
け
て
も
よ
い
で
す
。

ね
た
き
り
老
人

医
療
費
無
料
に

本
年
十
月
一
日
か
ら
満
六
五
才
以
上

の
ね
た
き
り
老
人
で
次
に
敵
当
す
る
方

は
医
療
費
が
Ｊ
料
と
な
り
ま
す
の
で
老

人
医
療
費
受
給
書
趾
の
交
付
を
住
民
課

福
祉
係
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
詞
査
の
結
罘
当
町
に
は
現
在
二

六
名
の
破
当
者
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
ね
た
き
り
老
人
該
当
者

イ
陣
害
福
祉
年
金
受
給
者

口
陣
書
国
民
年
金
受
給
者

（

身
体
陣
害
者
手
帳
所
持
者
（
但
し

三
級
陣
害
者
ま
で
と
四
級
陣
書
者

の
一
部
）

二
申
請
の
と
き

満
六
五
才
と
な
る
月
の
前
月
中

。‘一
申
請
に
必
謇
な
も
の

年
金
証
書
か
身
体
障
宵
者
手
帳
の
い
づ

れ
か
一
つ
、
被
保
険
者
証
’

印
監

一
｀
気
般
備
の
ご
相
肢
は
お
駟
軽
に
ど
う
ぞ

東
北
電
力
で
は
、
お
家
を
新
築
さ
れ

る
方
の
た
め
に
、
屋
内
配
線
設
針
・
照

明
設
國
・
住
宅
設
備
機
器
等
に
つ
い
て

扣
談
窓
口
を
開
般
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
畦
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

ご
相
鴣
先
は

福
鳥
市
置
鵬
町
二
番
三
五
号

束
北
電
力
（
楝
）
福
鳥
営
業
所

電
話

福
島
　
（
二
二
）
二
一
六
一

戸
籍
の
し
く
み

一
尸
箱
は

。
一

組
の
夫
姉

と
そ
の
子

と

を
単
位
と
し

て
作
ら
れ
ま
す

。

子
ど
も

が
生

れ
る
と
、
そ

の
子
ど
も

は
父
母
の
一
尸
籍
に
入
り
ま

す
。
そ
し
て

そ
の
子
ど
も

が
成

長
し
て
結

幡
す

る
と

父
母
の
戸
籍

か
ら
出
て
、
新

し
く
夫
婦

の
戸

籍

が
作

ら
れ
る
の
で

す
。

証
明
書
や
公
簿
閲
覧
な
ど
の

手
数
料
が
か
わ
り
ま
し
た

町
の
条
例
で
定
ま
っ
て
い
る
、
住
民

票
や
各
種
証
明
書
類

公
図
や
公
簿
の

閲
覧
な
ど
の
Ｆ
数
料
が
「
五
十
円
」
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
目
一
日
よ

り
『
七
十
円
』
に
な
り
ま
し
た
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

出
生

敬
称
略
す

こ
ど
も
の
叭

父
の
氏
名
　
　

部

落

真
奈
美
　

渡
辺

安
彦
　

高

城

髫

和
　

村
上

正
勝
　

徳

江

恵
　
一
　
　

佐
藤

且
雄
　

石
母
田

一
　
春
　

中
村

吉
春
　

山

崎

力

也
　

佐
藤
　

力
　

森

山

昌

彦
　

検
藤

邦
彦
　

藤

田

お
悔
み
申
し
上

げ
ま

す

死
亡

敬
称
略
す

氏
　
　

名
　

年
令
　

部

落

高
橋
な
っ
へ
　

七
六
　

藤

田

鴨
田
　
ク
ラ
　
　
七
九
　

内

谷

斎
藤

秋
雄
　

六
一
　
　
藤

田

熊
坂
善
兵
衛
　

八
七
　

内

谷

武
田
セ
キ
ノ
　

七
一
　
　
小

坂

佐
藤
タ
ミ
イ
　

六
八
　

藤
　
田

佐
藤
タ
キ
エ
　

六
六
　

森
　
山

菊
池
　
次
雄
　

五
五
　

大
木
戸

加
藤
　
ヨ
ッ
　

七
九
　

山
　
崎

吉
田
　
モ
ト
　

七
三
　

山
　
崎

佐
藤

由
治
　

六
八
　

森

山

今

月
の

納
税

町
県
民
税
　
第
三
期

国

保

税

第
三
期
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